
【平成２８年度 第３回 男女共同参画懇話会議事要旨】

日 時：平成２９年２月１４日（火）１０：００～１２：００

場 所：市役所 東館２階 会議室８

出席者：委 員…望月、三輪、加藤（浄）、緒方、斎藤、青木、加藤（億）、日置

    欠 席…鈴木

     事務局…樋口課長、粂課長補佐、牧野

 傍聴者：０名

１．あいさつ 

望月会長より挨拶

２．議題 

（１）男女共同参画フェスタ開催報告について（事務局から説明） 

○平成２８年度の開催報告及び来場者アンケート結果

・来場者数としては多いのかどうか。もう少し期待していた。

→ＰＲの時期、方法をもう少し考えるとよい。（ＰＲを３段階に分けて行ってみては…）

・若い世代が少ない。（小中高生とその親世代）

→ＰＴＡを活用してみては。託児のＰＲももっと効果的にするべき。

・マスコミの活用を検討する。（ＣＣネットを通じて地域へ発信）

・来場者数からみてＰＲの効果はあったと思う。評価できる。

・映像の方がよいという意見があった。上映会はもちろん楽しいが、発信内容に偏りがでて

くると思う。

 →「上映会」「講演会」「その他」とローテーションにすれば、次年度に向けて意見も募れ

るし、準備もできる。

・途中入場のトラブルがあった。表彰式への配慮と考え制限する方向で考えていたが、スタ

ッフがドアを開け席まで誘導するなど、ある程度、臨機応変に対応できればよい。

・ホールでの実施に拘る必要はないのではないか。

 →ギャラリーや外で表彰式を実施することで、参加者も変わってくるのではないか。人の

目に触れやすくなり、市民に近い位置にあるという意識が生まれる。

（２）次年度の取り組みについて（事務局から説明） 

○「標語」「男女共同参画フェスタ」「イラスト」について説明

【標語】

 ・講座等で川柳・標語を作成しているか。

  →ない。（サークルなどはある）選考委員の中には、俳句作家連盟の方が入っている。



 ・夏休みの子ども体験教室では、俳句関係の教室は人気がない。

 ・「親守り歌」など、親子合作の作品を別部門で作ると、一緒に考える機会となっていいの

ではないか。

 ・小中学校は、応募数はある程度確保できるが、創作的な内容には乏しいので依頼の仕方を

もう少し考えるとよい。（先生が配布時にどのような説明をしているかも重要）

  →文芸作品というよりは、男女共同参画について考え言葉を組み立てるという体験をする

という意味では、従来の案内の仕方でもよいと思う。

 ・一般の応募が少ない。

【男女共同参画フェスタ】

 ・アトラクションをローテーションにするという意見はよいと思う。（ターゲットが絞れる

し、交渉や準備にも時間がとれる）

 ・男女共同参画というのは漠然としているので、各年でテーマを決めて取り組みや事業を実

施するとよいのではないか。

 ・若い世代に演劇をやってもらうのはどうか。若い世代が一生懸命に取り組んでいる姿を見

せることで、パワーを感じるイベントとなる。（ex.星城高校演劇部）
 ・警察の演劇はかなりレベルが高い。ＤＶなどの内容でお願いしてはどうか。

 ・市民劇団などに依頼をしてはどうか。（ex.守山区）
 ・今年度は、開催場所が違うので開催内容に制約がある。（上映会は難しいかもしれない）

  →パネル・ディスカッションや講演会がよいのでは。

 ・４５周年に相応しい、楽しくて魅力的なイベントにしたい。

【イラスト】

 ・実績のある豊明高校イラストレーション部に依頼できるとよい。

 ・他の社会課題の啓発用品でも、漫画やイラストが増えている。

 ・著作権なども確認し、冊子「わたしらしく あなたらしく」を活用できるとよい。（漫画

を読み、標語作成などに取り組めるとよい）

（３）男女共同参画の視点からの防災について（事務局から説明） 

○現在の取り組みについて、また意識面について議論。

 ・各町内会の防災担当に必ず女性が入ってほしい。（年長さんのお母さんは必ず入るなど、あ

る程度の人数を確保できる取り決めを）

・担当に入るぐらいはできても、担当の長となると、防災全般のことや特に器具の扱いなど

のこともあるので、女性では難しいのではないか。（頼みにくい）

 →やれないことはない、みんなできないといけない。（災害は時と場所を選ばない）

・区長・町内会長にも啓発をする必要がある。

 ・役員の名前は夫、実際に地域の仕事をするのは妻という風潮がいまだに残っている。



 ・フェスタでサブ的に何かできないか。

 ・地域の防災訓練等で啓発しないとまず意識が生まれない。

 ・ひまわり大学主催の防災訓練があったが、参加者（市民）がどれだけ来たのか。

 →子どもと親が対象で４００名ほど参加した。（劇団による笑劇）おもしろくて意識できるの

で効果的だった。

３．その他 

今回で今期（平成２７・２８年度）の任期が終了。委員の皆様につきましては、お疲れ様で

した。来年度はまた新体制でスタートすることになりますが、よろしくお願いします。

４．次回開催日  

次年度、第１回を５月頃で日程調整する予定。


